
「広島AIプロセス・フレンズグループ アクションプラン2026」の概要
○産学官ラウンドテーブルやブレイクアウトセッション等の各セッションでの議論を踏まえ、成果物として、

“Hiroshima AI Process Friends Group Action Plan 2026” を閉会式にて発表予定。

○本プランは、「安全・安心で信頼できるAI」の国際的普及を図る観点から、国際場裏（G7、G20、AIサミット
等）で重要性が強調されているAIガバナンスと社会実装を推進するため、広島AIプロセスのフレンズ
グループ及びパートナーズコミュニティが今後１年間で自発的に取り組む具体的なアクションを示すもの。

 OECDAI原則と報告枠組に関するワークショップ
－OECD AI原則（ツールキット）、広島AIプロセス
報告枠組の実施に関するワークショップ

【OECD、総務省、外務省（タイ）】
 AIガバナンスと透明性に関する情報共有
－AIに関する知識共有や実践演習を目的としたセミ
ナー・ウェブサイト上での情報共有
【総務省、通信情報技術省（エジプト）、情報通信メディア
開発庁（星）、Anthropic、Adobe、 APO、 Autodesk、

CAIDP、富士通、Google、ISACA、KDDI、Microsoft、
NTT、楽天、Safer AI、 Salesforce、 UNDP】

 相互運用性に関するグループスタディ
－広島AIプロセス報告枠組と各国のガバナンス枠組間
の相互運用性や、異なる2つの枠組間の相互運用性
に関する分析の実施

【総務省、情報通信メディア開発庁（星） 、
Fayston Preparatory School】

 AI実装に関する知見共有
－グローバルな社会課題の解決に向けたAI実装の知
見・ベストプラクティスのウェブサイト上での共有

【総務省、Anthropic、Autodesk、BSA、CAIDP、
Google、Microsoft、NTT、Open AI、Salesforce、 

UNDP、GPAI】

 AI能力構築の推進
－AI人材、AIインフラ、小型AI、多言語対応・現地化
アプリケーションなどのAI能力構築のためのAIアカデ
ミーコース

【世界銀行、総務省】
－グローバルサウス地域等のAI人材育成プログラム

【APO、JICA、Microsoft、GPAI】

AIガバナンスの協働推進 AIの社会実装の協働推進
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